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I. 『異文化コミュニケーション』ジャーナル第 27 号 

2024 

 

表題ページ 

 

 

氏名：（漢字）                （ローマ字）                  

 

所属機関：                   役職名                    

 

住所（連絡先）：〒                                       

 

                                    [自宅・職場]  

（どちらかに○をつけてください。）                              

 

Tel：                                        

 

電子メール：                                         

 

投稿論文の種類（該当箇所をチェック）： 

研究論文     研究ノート        調査/実践報告         

 

執筆言語： 英語       日本語     

 

総字数            総ページ数        （表題ページを除く） 

 

 

論文題目：                                          

[日本語] 

 

 

論文題目：                                          

[英語] 
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II. 日本論文投稿用のチェックリスト 

ジャーナル第   号   氏名               

 

  チェック項目 チェック欄 

1 SIETAR「異文化コミュニケーション」の投稿規定を読んだ。 はい ・ いいえ 

2 論文筆頭者は、異文化コミュニケーション学会の会員でなければならない。 

すなわち当該年度の会費を納めている。 

はい ・ いいえ 

3  投稿論文の種類に○を記入してください： 

研究論文、 調査・実践報告、 研究ノート 

  

4  投稿論文は、執筆者のオリジナルであり、かつ、未発表のものである。 はい ・ いいえ 

5 投稿論文の言語と長さは、投稿規定に示された通りである。該当する論文の 

長さに○を記入してください： 約 20,000 字以内、約 12,000 字以内 

  

6 本文が和文・英文にかかわらず、和文（700 字以内）と英文(350 語以内)で 

要旨(Abstract)を書いた。 

はい ・ いいえ 

7 キーワードを日本語と英語で３つずつ要旨(Abstract)の下に書いた。 はい ・ いいえ 

8 写真、図、表にそれぞれ通し番号をつけた。 はい ・ いいえ 

9 写真、図、表のタイトルの位置は、写真、図は下、表は上に書いた。 はい ・ いいえ 

10 原稿の書式は、投稿規定、執筆要項、テンプレートを参照してチェックした。 はい ・ いいえ 

11 著者名および著者名が分かるような記述は伏せている。（査読終了まで。） はい ・ いいえ 

12 引用・引用文献・脚注の書式は、投稿規定、執筆要項通りである。 はい ・ いいえ 

13 脚注は本文の最後に書いた。 はい ・ いいえ 

14 引用文献に英語と日本語の文献がある場合は、日本語を五十音順で、つぎに 

英語をアルァベット順に並べた。 

はい ・ いいえ 

15 引用文献に DOI（ドキュメントオブジェクト識別子）があるものは、必ず含めてある。 

＊doi の url は、論文本体の文字数にカウントする必要はありません。 

はい ・ いいえ 

16 論文で使用する言語が、第一言語でない場合：投稿前にネイティブによるチェック

を受けた。 

はい ・ いいえ 

17 表題ページを書いた。 はい ・ いいえ 

18 要旨ページのテンプレートを参照し、タイトル、氏名、概要、キーワードを英語で 

書いた。 

はい ・ いいえ 

19 デジタル投稿なので、ファイル名、プロパティなどに表れる著者名をすべて削除し

た。 

はい ・ いいえ 

20 投稿時に送るものの確認をした。：表題ページ、本文（ワードと pdf)、記入済み 

チェックリスト、要旨ページの４点 

はい ・ いいえ 

21 本文、あるいは脚注に、調査倫理に関する記載がある。 はい ・ いいえ 

22 ChatGPT などの生成 AI に文章を執筆させていない。 はい ・ いいえ 

 


